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～෼ࡎࢄΛ用͍ͨスラリーܥ機械攪拌ࣜਂ૚ࠞ߹ॲཧ工法～
ファインパイル工法Civ.
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ӡ用ମ੍
ୈऀࡾに৹ࠪ
͞Εͨӡ用ମ੍ 本工法の運用体制は、৴པ性の向上のため、運用体制に定期的に第三者の審

査をಋೖすることで、適切な運用体制を維持することを໨的とします。

ґཔऀɾ͓໰߹ͤઌ
ґཔऀ

໰߹Θͤઌ

ͱ͸
άランμートϢχΦンは、地盤にؔするଟछଟ༷な஌ࣝや技ೳを共有するϓ
ラοトフΥーϜであり、共有している地盤技術（ઌਐ的な地盤ௐ査ٴͼ地盤
改良技術・ϊ΢ϋ΢）をఏڙすることで、ࣾձにݙߩすることを໨指してい
るஂ体です。
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本概要書は、一般財団法人ベターリビングが行った「建設技術審査証明事業（住宅等関連技術）」の結果を広く関係各位に紹介する目的で作成したものです。
一般財団法人ベターリビング https://www.cbl.or.jp/ 建設技術審査証明協議会 https://www.jacic.or.jp/sinsa
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工法の概要 攪拌技術

適用条件

ファインパイル工法Civ.

ファインパイル工法 Civ. は、地中に固化材のスラリーを吐出しながら掘削・
攪拌することで、柱状の地盤改良体を築造する機械攪拌式深層混合処理工法で
す。本工法の特徴は、独自に開発された分散剤（KNN スラリー 20）を添加
した水で作製したセメントスラリー（固化材に水を添加混合し液状にしたもの）
を使用することで、ソイルセメントスラリーの粘度が低下し、攪拌精度を向上
させ改良体の一軸圧縮強度のばらつきを抑えることができることです。

また、適切な設計・施工の審査を行い、承認を受けたものを当工法として認
める運用体制とし、定期的な第三者の審査を受け、適切な運用体制の維持に
努めます。

機械的攪拌技術＋化学的攪拌技術

施工全景

共回り防止翼付き
攪拌翼

KNNスラリー20 添加による
セメントスラリーの変化

最大改良径 (φ1500mm）

本工法では、共回り防止翼付き攪拌翼による機械的攪拌技術に加え、KNN スラ
リー20による化学的攪拌技術を追加したことにより、混練精度を向上させるこ
とができます。

室内試験結果
KNN スラリー20の添加の有無で、発現強度のばらつきやセメントスラリー
の流動性、ソイルセメントスラリーの粘性抵抗値を室内試験で比較した結果、
無添加に比べ、KNN スラリー20を添加した方がどの試験においても効果的
であることを確認しております。

現場試験結果
本工法の現場での試験施工の結果、6現場で得られた発現強度のばらつき
（変動係数）は、従来工法に比べ、低く抑えられていることを確認しております。

KNNスラリー20
の効果

KNNスラリー20
本工法で使用する分散剤（KNN スラリー20）は、セ
メント系固化剤用の練り混ぜ水に添加することで、セメ
ントスラリー・ソイルセメントスラリーの流動性を向上
させます。また、分散剤の主成分は、食品添加物にも指
定されているものであるため安全です。

機械的攪拌技術 化学的攪拌技術

共回り
防止翼

無添加 KNNスラリー20

ファインパイル工法Civ. 従来工法

粘性土 14%～21%

20%～45%
（センター指針より）

砂質土 11%～25%

火山灰質粘性土
（ローム） 16%～18%

適用構造物 建築物、擁壁および工作物

適用地盤 粘性土、火山灰質粘性土（ローム）、砂質土

改良径 φ500mm φ600mm φ700～
900mm

φ1000～
1500mm

最大改良長 ～8m ～10m ～15m ～18m

軸単数軸拌攪

固化材添加量

設計基準強度

配合試験により決定
（小規模建築物の場合は、300kg/m3 添加＊）

配合試験により決定
（小規模建築物の場合は、Fc=800kN/m2（粘性土）
　　　　　　　　　　　　Fc=1000kN/m2（砂質土）＊）

＊ 既定の添加量以下、設計基準強度以上を使用する場合は配合試験が必要
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